
ビジネスの常識を変える生成 AI特集

RCModelを用いたAIリスクマネジメントの
ための人材育成事例
伊藤 宏比古　伊藤 千央

1. はじめに

近年、AIガバナンスに注目が集まっています。この10
年ほどでAIの利用が社会のなかで爆発的に広がり、そ
れに伴ってAIの不適切な利用や気付かないバイアスによ
る差別的なAIの決定が問題視されるようになってきまし
た。このようなAIの利用によってもたらされるリスクに対
応するため、ここ数年、AIの開発や利用に関するポリシー
やガイドラインの整備が、政府から企業とさまざまなレベ
ルで進んできました。現在、それらポリシー・ガイドライ
ンの整備に加え、それらを確実に実行していくためのガバ
ナンスの在り方に注目が集まっています。

特に、AIガバナンスにおいては、リスクマネジメントに
関わる人材の育成が重要な課題の1つになると考えられま
す。近年話題になっている欧州のAIに関する規制でも、
ハイリスクとされるAIに対して、人間の監視を求めるとと
もに、その監視する人間がAIの限界や起こりうるリスクな
どを十分に理解していることが求められています。しかし、
例えば独立行政法人情報処理推進機構（IPA）と経済産
業省が公表しているデジタルスキル標準1）においても、そ
のようなAIのリスクマネジメントを担う人材については、
まだ検討が不十分な状況です。

このような状況を鑑み、NECは2021年から東京大学
とAIのリスクマネジメントに関する人材育成の研究に取り
組んできました。具体的には、東京大学が開発したリスク
チェーンモデル（以下、RCModel）を用いて、NECのDX
人材育成機関であるNECアカデミー for AIと連携した、
人材育成のプログラム検討を行ってきました。

そこで、本稿では第2章でRCModelの概要を説明し、
第3章でNECアカデミー for AIを紹介します。そして
第4章でトライアルとして実施した人材育成プログラムの
概要とその結果の紹介を行い、第5章で今後の展望を述
べます。

2. AIのリスク管理サポートツール RCModel

RCModelとは、自らが企画・開発・運営するAIサー
ビスのリスクを識別し、そのリスクを最小限にできるかを
考え、第三者に説明するためのツールであり、東京大学が
開発を進めています2）。

RCModelでは、特定のAIサービスの事例について、
AIの概要（導入価値・目的やシステム構成など）から、そ
の価値・目的の達成を阻害するリスクシナリオと、その対
応（コントロール）について整理を行います。ここでの価
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図1　RCModelの利用例

値・目的とは、例えば「生産性の向上」「事故の抑制」「顧
客満足度の向上」というような、AIを導入した理由を指し
ます。そしてリスクシナリオとは、「AIの精度が維持でき
ない」「AIの振る舞いが人によって異なる」など、そのAI
を導入した価値・目的を阻害しうる場合を指します。この
ようなリスクシナリオはさまざまに考えることができ、ま
た対応も1つの正解があるわけではない点は留意が必要
です。

RCModelは、一般的にAIに関して考慮すべきとされ
る項目を整理した、38の構成要素（予測性能、データの
品質、公平性、利用者の責任など）をもとに階層構造（AI
モデル、AIシステム、サービス提供者、ユーザー）が形成
されています。そして、対応の検討を行う際には、リスク
シナリオごとに、対応における具体的な作業とその順番を
検討し、各作業に紐付く構成要素をハイライトし、ハイライ
トした構成要素間をチェーンで結びます。

例 えば、図1の 例 で はDataBalance（ データの 分
布）→Generalization（特定の事例に偏ることが少
ない判 断）→Traceability（AIサービスを事 後検 証
できるための性質）→Fairness（サービス全体での公
平 性 ）→Transparency（AIサービスに係る必 要 な
情報の開示）→Consensus（利用者との認識合わせ）
→Expectation（AIサービスに対する期待精度の理
解）→Controllability（利用者側での制御）→Self-
Defense（利用者自身の保護）の順番にチェーンが引か
れています。各項目の詳細説明は割愛しますが、これはあ
るリスクシナリオについて、その対応が、各項目が含まれ

る階層に関係する組織や担当者が相互に連携して実施し
ていくことが、チェーンのつながりによって表現されていま
す。この例では、リスクへの対応が複数の組織・関係者に
わたっていることを示しています。

このようにRCModelは、特にリスクの対応について記
載するフレームまで備えているという特徴を持っています。
そのため、Digital Ethics Compass3）などAIサービス
のリスクを検討する他フレームとの相性も良く、NECとし
て注目しています。

3. NECアカデミー for AI 

日本全体でデジタル人材の育成が必要とされていること
を背景として、NECでは「NECアカデミー for DX」とい
う人材育成プログラムを提供しています。特に、その中で
AI・データを利活用する人材育成に向けたプログラムとし
て「NECアカデミー for AI」を2019年から開講してい
ます。

NECアカデミー for AIでは、内容・期間が異なるさま
ざまなプログラムを提供していますが、最も長期のプログ
ラムに1年間、メンターとともに研修・模擬演習・実践（実
プロジェクトでのOJT）を通して知識習得と実務経験を獲
得する「入学コース」というものがあります。この入学コー
スは、NECグループ及びユーザー企業から、将来、企業の
DX部門をけん引するリーダー人材として育成することを目
的とした受講生（アカデミー生）が参加しています。
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4. AIリスクマネジメントの人材育成プログラム

4.1 人材育成プログラムの概要
今回の人材育成プログラムは、2022年4月から7月ま

での約3カ月間、NECアカデミー for AIの入学コースに
参加する4名のアカデミー生を対象に、計4回のワーク
ショップ（以下、WS）形式で行いました（初回は概要説明
のガイダンス回）（図2）。

アカデミー生は、その出身母体である企業の業種を参
考に、2名ずつの2チームに分かれ、チーム内で個別課題
として仮想的なAIサービスをケースとして検討を行っても
らいました。検討は、各チームが設定した仮想のAIサー
ビスについて、そのリスク及び対応を課題として検討して
もらい、WSの中で東京大学側の関係者及び他チームへ発
表・ディスカッションをしてもらうことで、課題をブラッシュ
アップしてもらいました。

人材育成プログラムをWS形式とした理由には、大きく
2つの期待があったためです。

1つ目は、RCModelを通して、異なる観点（視座・視野・
視点）からのリスクに気付き、より適切な対応を検討するこ
とができるのではないかという期待です。近年、AIサービ
スの実装・運用が複数企業で行われることも珍しくありま
せん。その場合、多様な専門知識（業務の詳細な内容や業
界慣習など）がAIサービスのリスクマネジメントには求め
られます。更に、それら専門知識は明文化されておらず、暗
黙知になっている場合が多くあります。そこで、AIサービス
の実装・運用に関するノウハウをRCModelのフレームで
形式知として表現し、WSの中での議論を通して双方がノウ
ハウを学び合うことにより、リスクマネジメントスキルの向
上につながるのではと考えました。

2つ目は、RCModelを通して、多様なステークホル
ダーを認識し、それらステークホルダー間で合意形成を
する必要性に気付くことができるのではという期待です。
RCModelでは、AIシステム、システムプロバイダ、ユー
ザーとステークホルダーごとのカテゴライズがされており、
リスク対応には、それらステークホルダーが相互に連携し
て実施していくことが、チェーンのつながりによって表現
されています。これは、関係するステークホルダーで対応
方法について合意を取る必要があることも示しています。
WSの中での議論を通して、どのようなステークホルダー
が存在し、どう役割分担していくのかを検討できるのでは
と考えました。

4.2 受講生・メンターからの人材育成プログラムへの
評価

WSを終えたのち、受講生・メンターへ、人材育成プロ
グラムへの評価をインタビューしました。その結果、受講
生からは次のようなコメントを得ました。

自分では気付かないリスク・対応について、気付き・検
討することで、リスクマネジメントのスキルが向上する

表1にリスクや対応の検討に関してのコメントを整理しま
した。これらコメントから分かることは、RCModelは、自
分では気付かないリスクに気付き、自分では想像しづらい対
応フローを検討することをサポートしてくれるツールであり、
WS形式で複数人と議論することで、その効果も高まるこ
とが期待できるということです。第4章1節に記載した通
り、RCModelは暗黙知であるAIサービスのリスク・その
対応検討のノウハウを形式知として記録することから、他者
の観点について学ぶことをサポートしてくれていたことが伺

図2　人材育成プログラムの概要
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えます。具体的なケースについて、多様なステークホルダー
で議論をすることで、多様な観点からのリスク検討や、より
適切な対応方法の検討が期待できるということが、これら
コメントから示唆される結果となりました。

ステークホルダー間での役割分担の重要性を認識し、
RCModelを共通フレームワークとして合意形成を促す

表2にステークホルダーとの合意に関してのコメントを
整理しました。これらコメントから、RCModelを用いた
AIサービスのリスク・対応検討を通して、ステークホル
ダー間での役割分担の重要性を認識することができたこ
とが伺えます。また、RCModelという共通フレームワー
クを用いることで、AIサービスのリスクマネジメントに欠
かせない多様なステークホルダーとの折衝や合意形成を
促す効果が期待できる結果となりました。

5. むすび

本稿では、RCModelを用いて、NECのDX人材育成

機関であるNECアカデミー for AIと連携した、人材育
成プログラムの検討について紹介しました。冒頭で述べた
通り、AIガバナンスに関する社会の注目の高まりに伴い、
AIサービスのリスクマネジメントを実現できる人材の必要
性も高まっています。

今回のトライアルでは、RCModelを用いたWS形式の
プログラムには、自分一人では気付くことができないリスク
や対応について学ぶ効果が期待できることや、ステークホ
ルダー間での役割分担の重要性を確認し、合意形成を促
進する効果が期待できる結果となりました。これらは、AI
リスクマネジメントに関する人材育成に有用な方法論とし
て活用できるという成果につながると考えています。

NECでは、この成果をNECアカデミー for AIのプロ
グラムのなかで積極的に活用していきます。
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表1　リスクや対応の検討に関してのコメント

表2　ステークホルダーとの合意に関してのコメント

受講生A

発言者

受講生C

コメント内容

WSから、各ステークホルダーの役割の明確化がAI活用

RCModelを用いることで、AIのリスクコントロールに
かかわる対外的な説明をサポートしてくれる

のうえで重要と感じた

AIの専門知識がない人に対してもリスクシナリオと
リスク対策にかかわる共通認識を作れるのではないか

受講生A

発言者

普段はシステム開発やデータサイエンティスト業務に
従事しているが、RCModelを用いることで、現場目
線でのリスク・対応でも検討が可能となった

受講生B

チームで検討することで、異なる視点で、知見を
補足し合えることができた

受講生C

RCModelを用いることで、BCP観点も踏まえた、
業務のフローチャートとして活用できると感じた

受講生D

RCModelの方法論で検討すると、自身の経験では
気付けないリスク・対応についても補うことができる
のではないか

メンター

コメント内容

関連URL
オープンで信頼あるAI社会の実現のために
～東京大学とNECが共に考えたAI倫理～
h t t p s : / / w i s d o m . n e c . c o m / j a / f e a t u r e / a i /　
2023042101/index.html
リスクチェーンモデルの応用事例ウェビナー Risk Chain 
Model to Practice「NECアカデミー for AIでの人材育
成プログラム」
https://ifi.u-tokyo.ac.jp/event/14233/
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